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2．モデル   

本研究では以下の場合を考える．  

（1）提示する納期エが大きくなると，製品の購入確率   
9（エ）は小さくなる・  

（2）提示した納期上までに製品を納入できなかった場  

合，ペナルティが発生する．  

（3）製品を納入するまでに要する時間は確率変数ズ  

で与えられ，ズの分布関数と密度関数を，それぞ   

れダ（ま），J（t）とおく・但し，β【ズ】＝〃＜＜＋∞  

を仮定する．  

また，本研究では次のような記号を定義する．   

エ ：メーカーが顧客に提示する納期．   

ズ ：製品を納入するまでに要する時間．  

曾（エ）‥ エが与えられたときの製品が購入され  

る確率（9（エ）≧0）・   

d  ：粗利益．   

cl  時刻上までに製品が納入されなかった  

ときの単位遅れ時間当りペナルティ．  

このとき．単位時間当り期待利益Q（上）は次式によ  
り与えられる．   

錮）＝9（坤－Cl〟∞（エーエ）梱血］（1）  

1．はじめに   

近年，情報技術の普及に伴い「ホーム・デリバリー  

サービス」を導入する企業が増加している・ホーム・  

デリバリーサービスとは，消費者が発注した製品や  
サービスを消費者の自宅等の都合のよい場所へ配達す  

るサービスのことである［1】・インターネットを用いた  

オンライン注文などにより，時間や手間をかけずに製  
品を購入できることから，このようなサービスを利用  
する消費者は少なくない．また，このようなサービス  
の導入によりメーカーは，メーカーと最終消費者との  
間に卸売業者や小売業者を経由させずに，メーカーか  
ら最終消費者に製品を直送する「消費者直送型」チャ  

ネルを構築することができる．このチャネルは伝統的  
チャネルに比べ，流通コストが小さいことや小売店舗  
を持つ必要が無いことなど様々な面で効率的なチャネ  

ルである．   

しかしながら，次のような問題点も指摘されている  
【1】．つまり，ホーム・デリバリー市場においては，消  
費者は慣れ親しんだ企業のサービスを継続して利用せ  

ず，別の企業がより優れたサービスを提供していれば，  
そのサービスを利用するようになる傾向が強いという  

点である．このため，ホーム・デリバリー参入企業は，  
競合企業に顧客を奪われないよう様々な工夫を凝らし  

ている．特に，顧客に提示する「お届け期間」を決定  
することは重要な問題である．なお，お届け期間とは  
受注してから製品を最終消費者に納入するまでの期間  

であり本研究ではこれを「納期」と呼ぶ．通常，顧客  
に提示する納期が小さいと需要は大きくなり，納期を  
大きく提示すると需要は小さくなるため，納期は可能  
な限り小さく提示する方が得策であると考えられる・  

ところが，実際に納入可能な期間よりも大きめに納期  
を提示している企業も少なくない．この理由について  

は，次のように考えることができる．すなわち，（1）  
提示した納期までに製品を顧客に納入できなければ相  

当なべナルティが発生する．（2）提示した納期よりも  
早く製品を納入することができれば顧客の満足度は大  

きくなる．   

本研究では，ホーム・デリバリー市場を念頭に置き，  

顧客に提示する納期が小さいほど製品が購入される  

確率は大きくなるが，提示した納期までに製品を納入  
できないときにはペナルティが発生するような場合を  

考える．この上で，単位時間当り期待利益を最大にす  
るような最適提示納期を決定するためのモデルを提案  

する．  

3．最適納期   

ここでは，式（1）で与えられるQ（ム）を最大にす  

るようなエ＝上■に関する解析を行う．但し，以下  

では0＜α≦1，入＞0及び7＞0に対して，（1）  

9（エ）＝αe‾入⊥，（2）9（上）＝（上＋β）‾「（9（0）＝α・  

β≧0），（3）9（上）＝αe－Tエβ（β＞1）のそれぞれの  
場合について解析を行うこととする．  

3．19（エ）＝αe‾入エの場合   

ここでは，9（エ）ニαe‾入エの場合について，Q（エ）を  

最大にするような上＝エ■に関する解析結果を次のよ  

うにまとめる．  

ー102－   © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



（1）入〃＋1＞碧の場合・  

この場合，Q′（エ）の符号は正から負に唯一度だ   

け変化する・このことは，Q（エ）を最大にするよ   

うな有限のエ■（＞0）が唯一存在することを意味   

している．このとき，単位時間当り期待利益は  

Q（上＊）＝  
三禦αe一入エ●  

（2）   

で与えられる．  

（2）入〃＋1≦空の場合・  

このとき，Q（上）はいこ関して非増加関数であ   

り，エ＊＝0である．従って，単位時間当り期待   

利益は次式により与えられる．  

Q（ム■）＝ α（α－Cl〃）   （3）  

（b）β＋7〃＜賢かつβ＋7〃＜（1－7）否（エ0卜   

（エ0＋β）J（エ0）の場合・  

このとき，Q（エ）は極大値を1つもち，Q（上）  

が極大となるときのエをエ1とすると，Q（エ）  

を最大にするようなエ＊は次のようになる．   

上・＝〈 ，3三冨……（6）  

よって単位時間当り期待利益は，Q（0）＜Q（り，  

Q（0）≧Q（上りのとき，それぞれ式（4），式（5）  

で与えられる．  

（c）β＋7〃＜賢かつβ＋7〃≧（ト7炉（上0ト   

（エ0＋β）J（上0）の場合．  

このとき，Q（上）は上に関して非増加関数で  

ありエー＝0である．従って，単位時間当り期  

待利益は式（5）と同様の式で与えられる．  

（2）1imェ→＋0叫）≧学の場合・  

このとき，3．2．1と同様の場合分けが可能である．  

3・2 q（上）＝（上＋β）‾7の場合   

ここでは，9（エ）＝（エ＋β）‾Tの場合についてQ（エ）  

を最大にするようなエ■に関する解析結果を示す．但  

し，β＝α一号である．  

3．3 9（エ）＝αe－7ぴの場合   

ここでは，9（エ）＝αe－「上′の場合にQ（ム）を最大に  
するようなエ＝上●に関して解析を行った結果を以下  

にまとめる．  

（1）β7〃＞響の場合・  

この場合，Q′（エ）の符号は正から負に唯一度だ   

け変化する・このことは，Q（エ）を最大にするよ  

うな有限のエー（＞0）が唯一存在することを意味  

している．よって，単位時間当り期待利益は次式  

により与えられる．  

Q（エ●）＝αeづ⊥り常上＊●（β‾1） （7）  

（2）β7〃≦警の場合・  

この場合，Q′（エ）≦0である．よって，エ●＝0  

であり，単位時間当り期待利益は  

Q（上■）＝ α（α－Cl〃）   （8）  

で与えられる．  

なお紙数の都合上本モデルに関する数値例は当日  

発表させて頂く．  

3・2・17≧1の場合  

（1）β＋7〃＞警の場合・  

この場合，Q′（エ）の符号は正から負に唯一度だ   

け変化する・従って，Q（エ）を最大にするような   

有限のエ■（＞0）が唯一存在することとなり，単   

位時間当り期待利益は次式で与えられる．  

錮■）＝ 
Cl（エ里）付和●） 

（4）  

（2）β＋7〃≦警の場合・  

このとき，¢（上）≦0である．故に，エ＊＝0  

であり，単位時間当り期待利益は次式により与え  

られる．  

¢（エ●）＝ β‾T（α－Cl〃）＝α（α－Cl〃）（5）  

3．2．2 7＜1の場合  

ここで，培は故障率であり・今後叫）  

と書く．なお，以下ではダがDFRである場合の塵析  

を陽に示すのは困難であるため，ダがIFRである場  

合に焦点を絞ることにする．  

（1）血叱→＋0車）＜糎の場合・  

ここで・（1－7）ダ（上）－（上＋β）J（ム）＝0とな   

るようなエをエ。とおく．  

（a）β＋7〃≧雷の場合・  

この場合，Q′（上）の符号は正から負に唯一度  

だけ変化する・従って，Q（エ）を最大にするよ  

うな有限の上＊（＞0）が唯一存在し，単位時間  

当り期待利益は式（4）で与えられる．  
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